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はじめに

PCの普及に伴い、Officeアプリケー

ションは業務において必須のアプリケ

ーションとなりました。中でも表計算

アプリケーション「Excel」はよく用い

られていて、業務でPCを利用している

人の多くがその操作を習得しています。

私が受注する業務システムの案件で

も、帳票類は直接紙ベースでの出力を

行なうのではなく、一旦Excelファイル

に出力して欲しいという要望が多くな

ってきています。この理由として、

「ISOの影響もあって紙を減らす方向に

業務を進めなければならない」「ユーザ

ーサイドでさらにデータを2次加工（集

計／グラフ化など）して印刷／保存し

たい」という2つの要件があるようです。

そこで今回は、VB.NET/C#アプリケ

ーションからExcelファイルを生成でき

るコンポーネント「ExcelCreator .NET」

について紹介します。

ExcelCreator .NETの
特徴

ExcelでもVBAを利用して独自のア

プリケーションを作成することができ

ますが、Excelが提供する「Excelオブ

ジェクト」を用いればExcel以外のアプ

リケーションから比較的容易にExcel

を操作することができます。これを利

用して、Visual Basicなどで作成したア

プリケーションで、

「データベースからデータを抽出」

➡「Excelファイルを作成」

➡「抽出したデータをExcelファイルに

転記」

という操作を行なうのが一般的です。

ただし、そのためにはExcelファイルを

出力するアプリケーションの実行環境

に、Excelをインストールしておく必要

があります。

今回紹介するExcelCreator .NETも、

このExcelオブジェクトを使った場合と

同様にExcelファイルを操作することが

できますが、もちろんそれだけではあ

まり意味がありません。この製品の大

きな特徴は、「Excelファイルの作成／

操作の際にExcelオブジェクトを使わな

い」ということです。そのため、Excel

ファイルを出力するアプリケーション

の実行環境にExcelがインストールされ

ている必要はありません。

これにより、わざわざExcelを購入／
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インストールしなくても、Webアプリ

ケーションなどが動作するサーバーや

データ処理用の業務端末などでExcel

ファイルの作成／編集が可能になりま

す。

また、Excelオブジェクトを用いて

Excelファイルを操作するためには

Excel VBAを理解しておく必要があり

ますが、ExcelCreator .NETを利用す

ればExcel VBAがわからなくても（Vi

sual Basicの知識だけで）簡単にExcel

ファイルの操作が可能になります。

さらに、ExcelCreator .NETには、

Excelファイルの操作に特化した、「オ

ーバーレイ」と「変数名によるセル値

の操作」という機能が用意されていま

す。今回は、サンプルプログラムを作

成して、これら2つの機能を検証してみ

ましょう。

オーバーレイを使ってみよう

「オーバーレイ」とは、罫線やタイ

トル文字などが設定された、元となる

Excelファイル（以降“オーバーレイフ

ァイル”と呼びます）をオープンし、

セルの値を編集して別のExcelファイル

として保存することができる機能です。

同様の処理をExcelオブジェクトを用

いて行なう場合、まずオーバーレイフ

ァイルを別名でコピーし、コピーした

Excelファイルを開いて編集を行なう必

要があります。

早速、このオーバーレイ機能を使用

してサンプルプログラムを作ってみま

す。

■オーバーレイファイルの作成

はじめにオーバーレイファイルとな

るExcelファイルを作成します。毎月の

売上額の表を作成し、そこに値を入れ

るだけで、年間合計と月平均、グラフ

が表示されるような表にしておきまし

ょう（図1）。

セル“C20”には「=SUM(C7:C18)」

という式を記入して、月の売上額の合

計を表示するようにします。同様にセ

ル“C21”には「=AVERAGE(C7:C18)」

という式を記入して売上額の平均値を

表示させます。

年間売上額表の右側には、セルC6～

C18を対象とした折れ線グラフを配置

します。

以上でオーバーレイファイルの設定

は完了です。“オーバーレイ.xls”とい

う名前で保存しておきましょう。

なお、このサンプルではExcelファイ

ルのセルの参照も試してみるために、

年間売上表に表示するデータもExcel

ファイルから読み込むことにします

（図2）。

Excelで新しいファイルを作成してシ

ートを12個作成します。1シートをひと

つの月のデータとみなして、それぞれ

のシートの“A1”セルに適当な数値を

入力しておきます。シートの名称は“1

月”～“12月”とし、“年間売上デー

タ.xls”というファイル名で保存すれば

準備完了です。

■コンポーネントの参照設定

オーバーレイファイルとなる元デー

タファイルの準備ができたので、この

ファイルを元にデータ出力ファイルを

作成するサンプルプログラムを作成し

ます。

VB.NETでWindowsアプリケーショ

ンを新規作成後、ExcelCreator .NET

コンポーネントの参照設定を行ないま

す（図3）。

次にフォームのデザインですが、今

回はExcelファイルを出力するサンプル
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図1：オーバーレイファイル（オーバーレイ.xls）

=AVERAGE(C7:C18)

関数を設定

=SUM(C7:C18)

図2：年間売上データを格納するExcelファイル

“1月”～“12月”の計12枚のシートを用意し、“A1”セルに各月の売上額を
入力しておく。この数値をオーバーレイ.xlsの「売上額」“C7”～“C18”
セルに埋め込む。




